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本研究は,御 用邸 ・離宮など皇族別荘を研究対象とし,近 代における海浜別荘の成立 ・変容過程 とその建築や使い方の

特質を明らかにすることを目的 とする。戦前に設けられた離宮 ・御用邸25件,宮 家の別邸49件 を見ると,宮 家の別邸は

震災前は御用邸が設けられた海浜別荘地に多いが震災後山間部の新興別荘地に拡がること,本 邸の多くが洋館を備えるの

に対し別邸は大部分和館のみであること,な どの傾向を指摘できる。御用邸においては,和 館であっても床に絨毯敷が導

入され,椅 子座が広く導入されている一方,宮 家では,数 寄屋の伝統を継ぐ田舎家風の意匠への嗜好が強く見 られる。ま

た,天 皇家は一施設もしくは一殿舎の利用者を特定 し,複 数施設 ・複数殿舎を使い分けていた。
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The purpose of this study on the imperial villas including Goyoutei and Rikyu is to clarify architectural traits and use of 

oceanside villas as well as their establishment and transformation process. Through the research on 25 Goyoutei and Rikyu, 

and 49 Miya-ke villas, we found tendencies as follows: the most preferred building location of Miya-ke villas was changed by 

the Great Earthquake of 1923., most of the villas were built in Japanese-style while parts of the main residences were in 

Western-style., floor carpeting forlsu-za was common in Goyoutei, a kind of Sukiya design was preferred Miya-ke villas., the 

Emperor's family had several facilities for each member.

1.は じめに

近代における別荘建築 ・別荘地についてはすでに多く

の研 究がある。しか し,現 存建物の調査報告や各別荘地

についての検 討など個々の事例 の報告が多く,近 代別荘

の全体像の検討はいまだ不十分である。

近代の別荘 のなかで,特 に注 目されるのは離宮 ・御用

邸である。 「天皇の別荘」である離宮 ・御用邸は,現 存

する神奈川県 葉山や栃木県那須 のほか,最 盛時には全国

25箇 所におかれ その立地は高原,海 浜,湖 畔,温 泉地

など多岐 に富み,近 代別 荘の典型を集約する存在 といえ

る、 また,天 皇家のみでなく,宮 家 もまた複数の別荘を

所有 しており,こ れ ら皇族別荘を網羅的に把握する こと

によって,複 数の別荘の機能分担や,立 地や利用 目的の

相違 によ る平面 ・意匠の特徴な ど,近 代 別荘の全体像を

ある角度から術瞼できると考える。

皇族別荘は近世の公家別荘の系譜を受け継ぐ存在だが,

近世には本邸のある京都周辺の山間 ・山麓部に立地が限
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られていたのに対 し,近 代には軽井沢 ・箱根な どの山間

部だけではな く,葉 山 ・沼津な どの海浜沿いに別荘が設

けられた点が特筆される。海浜別荘は近代な らではの別

荘であり,軽 井沢など山間部の別荘 とは異なる立地や性

格が注目されるものの,そ の成立経緯や別荘建築として

の特徴など具体的な様相は明らかにされていなかった。

本研究は,以 上の視点から,御 用邸をはじめとす る皇

族別荘を研究対象とし,近 代における海 浜別荘の成立 ・

変容過程 と,そ の建築や使い方 など海浜別荘の特質 を明

らかにすることを目的とする。

2.皇 族別荘の 立地 と沿革

戦前 に設 け られた ことが明 らかな 皇族 別荘は,離 宮 ・

御用邸25件,宮 家の別邸注1)49件 で ある(表2-1)。 以

下,こ れ らの立地 と沿革 を検 討す る。

2A離 宮 ・御用邸

25件 の離宮 ・御用邸を施設の性格で分類すると,① 都
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表2-1皇 族 別荘一覧表

No. 所有者(名 称) 所在 地 施設 建築 史料

(参考文献番号)創設年 存続状況 和館 洋館 現存状況

虚

宮
・

御

用

邸

1 浜離宮 東京都 築地 明台3 1870 → ×1945年 下賜 ● ● × 5.6

2 赤坂離宮 東京都 赤坂 明台5 1872 → ×1948年 廃止 ● △1908 ○ 洋館造営時に和館移築 1,2,5,7

3 芝離宮 東京都 芝 明 台9 1876 → ×1924年 下賜 ● △1891 × 1.5

4 桂虚宮 京都府 京都市 明 台16 1883 →○ 現存 ● × ○ 5

5 修学院離宮 京都府 京都市 明 台16 1883 →○ 現存 ● × ○ s

6 二条離宮 京都府 京都市 明 台17 1884 → ×1939年 下賜 ● × ○ 5

7 横浜御用邸 神奈川県 横浜 明 台18 1885 → ×1905年 ・1916年 払下 × 6」1

8 箱根離宮 神奈川県 箱根 明 台19 1886 → ×1945年 下賜 O ○ × 1,S,7,39

9 神戸御用邸 兵庫県 神戸 明 台19 1886 → ×1907年 払下 × 6.11

10 熱海御用邸 静岡県 熱海 明 台22 1889 → ×1931年 下賜 ○ × × 3.6

11 伊番保御用邸 群馬県 伊番保 明 台23 1890 →×戦後払い下げ ● × × 5.6

12 名古屋雌宮 愛知県 名古屋 明 台26 1893 →×1930年 下賜 ● × × 6

13 沼津御用邸 静岡県 沼津 明 台26 1893 → ×1969年 廃止 、下賜 ○ △1900 ○ 東西附属邸のみ現存 3,5,7,37

14 葉山御用邸 神奈川県 葉 山 明 台27 1893 →○現存 ○ × ○ 但し農災後の建替 3,5,7,27

1S 日光山内御用邸 栃木県 日光 明 台26 1893 → ×1947年 廃止 ● × ○ 輪王寺本坊 5.6

16 麻布御用邸 東京都 麻布 明 台27 1894 → ×1914年 東久適宮へ移譲 ○ × × 3,5,6,11

17 宮ノ下御用邸 神奈川県 箱根 明台28 1895 → ×1934年 高松宮へ移譲 ○ × ○ 富士屋ホテル菊葦荘 3,5,7,39

18 田母沢御用邸 栃木県 日光 明台31 1898 → ×1947年 廃 止、下 賜 ○ × ○ 日光博物館 5,6,7,41

19 鎌倉御用邸 神奈川県 鎌倉 明 台32 1899 → ×1924年 ・1931年 下賜 ○ × × 3,7β0

20 静岡御用邸 静岡県 静岡 明 台33 1900 → ×1930年 廃 止、1932年 下賜 ○ × × 3,6.7

21 小田原御用邸 神奈川県 小田原 明 台34 1901 → ×1930年 廃 止、払 下 0 × △ 横浜市 ・光明寺書院 3,6,7,26,34

22 鰻ケ関離宮 東京都 霞ケ関 明 台37 1904 → ×1947年 廃止 ● ● × 1,6.7

23 塩原御用邸 栃木県 塩原 明 台37 1904 →×戦後厚生省へ払下 ● × △ 天皇の間記念公園 S.7

z4 武庫離宮 兵庫県 須磨 明 台40 1907 → ×1945年 下賜 ○ × × 5,6,!

25 那須御用邸 栃木県 那須 大正15 1926 →○ 現存 × ○ ○ 5.6

富

家

の

別

邸

1 伏見宮 京都府 京都 明治前 → × ● × × 文部省共済御車会館 15

2 梨本宮 京都府 京都 明治前 →×1909年 東京本邸へ移築 ● × × 旧梶井門跡里坊 20.21

3 伏見宮 東京都 中野 明治15 1882 不明 × 15

4 有栖川冨 東京都 巣鴨 明治19 1886 → ×19◎7年 売却 ● × × 19

5 有栖川宮 兵庫県 舞子浜 明治21 1888 → ×1917年 譲渡 ●○ × ×M26～27新 築 9.19

6 小松宮 静岡県 三島 明治23 1890 →X ○ × ○ 楽寿園 36

7 有栖川(高松)宮 神奈川県 葉 山 明治24 189τ → × ● △1927 × 5,12,19,27

8 北白川宮 神奈川県 葉 山 明治26 1893 →○ 一部のみ ●○ × × 5,9,27,28

9 有栖川宮 東京都 麻布 明治29 1896 → ×1934年 東京市へ譲渡 × 有栖川宮記念公園 12.19

10 久適富 京都府 京都 明治32 1899 →X戦 前に宮内庁へ返却 ×KKR京 都 く に荘 6.43

11 伏見宮 千葉県 銚子 明治38 19Q5 不明 × 15

12 賀陽宮 兵庫県 須磨 明治38 1905 不明 ○ × 未 9

13 閑院宮 神奈川県 小田原 明治39 19◎6 → ×1931年 売却 ● △1919 × 震災で倒壊、洋館再建 5.13

14 有栖川(高松)宮 福島県 猪苗代 明治41 1908 →×戦後払下 △1922 ○ ○ 天鏡閣+福島県迎賓館 5,19.42

15 東伏見冨 神奈川県 逗子 明治43 1910 → ×1914年No.23へ 移行 未 14.28

16 賀陽宮 京都府 京都 明 台44 1911 →×1923年 宮内省に返上
× 6

17 小松宮 東京都 浅草橋場 明 台前期 不明 X 17

18 北白川宮 栃木県 日光 明 台 不明 未 5.41

19 山階富 神奈川県 鎌倉 明 台38前 →×震災で倒壊、再建 × 3Q.31

20 伏見宮 神奈川県 鎌倉 明台38前 → ×震災で倒壊 × 30.31

21 華頂宮 神奈川県 鎌倉 明台38前 → ×震災 で倒壌 、No.34へ 移行 × 30.31

22 梨本宮 神奈川県 大磯 大正2 1913 → ×戦前に穣渡 ○ × ○ 立正同親会大磯道場 20.21β3

23 東伏見宮 神奈川県 葉 山 大正3 1914 → ×戦後接収 ○ ○ ○ イ耳 ス孝女会修道院 5,14.27

24 伏見宮 東京都 拝島 大正11 1922 不明 × 15

Z5 北自川宮 東京都 大塚 大正12 1923 → × ● × 未 9

Z6 久遭宮 新潟県 妙高高原
　

大正14 1925 → ×
一〇

× ○ 4,b.16

27 梨本宮 山梨県 河口湖 大正15 1926 →x戦 後売却 ○ ○ 未 20.21

28 北白川宮 長野県 軽井沢 大正15 1926 不明 5.40

29 東伏見宮 神奈川県 箱根 昭和2 1927 →× 戦後売却 ○ × ○ 東京三菱銀行所有 38

30 久遣宮 静岡県 熱海 昭和元 1927 →×1942年 頃売却か ○ × × 5.16

31 竹田宮 長野県 軽井沢 昭和2 1927 不明 ○ 5.40

32 朝香官 長野県 軽井沢 昭和3 1928 → ×1947年 払下 × 5.40

33 秩父宮 神奈川県 葉 山 昭和4 1929 → × ○ × 5.27

34 華頂侯爵 神奈川県 鎌倉 昭和4 1929 → ×戦前に譲渡 × ○ ○ 松崎邸 25

3S 伏見宮 長野県 軽井沢 昭和4 1929 不明 未 5.40

36 閑院宮 神奈川県 箱根 昭和5 1930 → ×戦後売却 × ○ ○ 強羅花壇 5β8.39

37 竹田筥 神奈川県 横須賀 昭和6頃 1931 →×戦後売却 × ○ 0北 原照久邸 5

38 東伏見伯爵 京都府 京都市 昭和7 1932 →×戦後売却 0 ○ 旅館吉田山荘 聞き取り

39 高松宮 神奈川県 箱根 昭和9 1934 → ×1946年 売却 、旧御 用邸 ●1× ○ 富士屋ホテル菊華荘 5,12,38,39

40 東伏見伯爵 神奈川県 磯子 昭和12 1937 → ×1954年 払下 ○ ○ 横浜プリンスホテル迎賓館 32

41 梨本宮 静岡県 熱海 昭和12 1937 → ×戦後売卸 Cl 未 5,20.21

42 高松宮 静岡県 興津 昭和16 1941 → ×1931年 払下 ● × △ 明治村へ移築 12

43 秩父宮 静岡県 御殿場 昭和16 1941 不明 ● × ○ 4.12

44 華頂侯爵 神奈川県 箱根 不明 → ×1957年 穣渡 ○ ○ 日本通運健保函養荘 現存建物

45 伏見宮 神奈川県 鵠沼 昭和初期 不明 × 12

46 伏見宮 静岡県 熱海 昭和初期 不明 未 5

47 東久通宮 静岡県 熱海 昭和初期 →×戦後売却 ○ × ○ 世界救世教碧雲荘 聞き取り

48 朝番宮 静岡県 熱海 昭和初期 →×昭和50年 代に売却 O × × 聞き取り

49 東伏見宮 長野県 蓼科 昭和初期 不明 未 4.5

現存状況→○謁現存.× 冨現存せず、△=移 築現存.未=未 確認/和 館 ・洋館→○魑創建時に存在 ×轟なし.△ 罧増氣 ●雷既存利用.空 欄=不 明
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心の別邸(霞 ヶ関 ・芝 ・赤坂など)お よび京都の別邸(二

条 ・修学院 ・桂),② 地方巡 幸用宿舎(名 古屋 ・静 岡 ・横

浜 ・神戸 など),③ 別荘,に 分 ける ことができる。③ の

別荘を目的別に見ると,避 暑には山間部の箱根 ・宮ノ下 ・

日光 ・塩原 ・那須の各離宮 ・御用邸,避 寒には海浜部の

小田原 ・沼津 ・熱海 ・葉 山 ・鎌倉,海 水 浴には葉山 ・沼

津,温 泉浴には熱海 ・塩原 ・伊香保が利用 された文4)。

次 に,設 置時期を見る と,明 治10年 代 まで に設置さ

れた施設 は都心また は京都の別邸 と地方 巡幸用 宿舎で,

いずれも新築ではなく既存施設を転用 している。その後,

箱根離宮(明治19)を はじめ,明 治20年 代に皇太子(大正

天皇)の 療養用として熱海 ・葉 山な ど多 くの御 用邸が新

設された。明治30年 代には,宮 ノ下 ・鎌 倉 ・小田原な

ど明治天皇皇女用の御用邸が新 設され る とともに,沼

津 ・葉山では附属邸の設置,日 光では山内御用 邸に替わ

る田母沢御用邸の新設な ど,既 存施設が拡充された。 こ

れは,後 述のように明治33年 の皇太子(大 正天皇)御

成婚と,の 皇子の誕生に対応するためである。

一方震災後は,新 築は那須御用邸のみで,逆 に熱海 ・

宮ノ下 ・小田原 など皇女用施設を中心に7件 が相次いで

廃止され,施 設数が大幅に減少 した。

2.2宮 家の別邸

各宮家が所有する別邸 は,震 災前までに25件 が設け

られた。 この うち,江 戸時代の別邸を継承した京都の別

邸,お よび都心の別邸が1/3を 占める。残る16件 の位

置を見ると,山 間別荘地がほとんどなく海浜別 荘地が多

いこと,な かでも葉 山 ・鎌倉 ・小田原な ど御用邸所在地

に集 中していることが特筆され る。御用邸所在地以外に

設けられた別邸は,梨 本宮大磯別邸の場合,伊 都子妃の

実家鍋 島家の別荘の近 くに設けたものであ り文2。〉、また

有栖川宮舞子別邸 ・翁島(猪 苗代)別 邸の場合,天 皇行幸

施設 を兼ねて設 けられた文19)ものであるなど,い ずれも

設置理由が明確で,特 別 な理由がない限 り宮家の別邸は

御用邸の近くに設置 された と考 えられる。また、明治期

前半 に別邸を所有 した有栖川宮 ・北白川宮 ・小松宮は明

治維新で特 に功績のあった人物で注Z,続 く閑院宮 ・伏見

宮も皇族軍人 として高位に昇っている注3)。本邸で も,こ

れ らの宮家でまず洋館が建設されていて文D,皇 族の中で

の地位が別邸の取得や本邸の整備 に如実に反映している。

一方,震 災後は、離宮 ・御用 邸が多数廃止されたのに

対 し,宮 家の別邸は24件 が新設された。その位置は,

熱海や葉 山を除いて山間部が多 く,特 に妙高高原 ・河口

湖 ・御殿場 ・蓼科な ど御用邸のない新興別荘地が多 いこ

とが特徴である。震災後,震 災の被害の大きかった鎌倉 ・

熱海等の海浜別荘地から,箱 根 ・軽井沢 ・御殿場 ・那須

な どの山間別 荘地へ別荘の志向が移 り開発が進 んだ こと

がすで に指摘されて いる文4が,皇 族別荘にもそ の傾 向

を見 ることが できる。また,r高 松宮日記』文「z)には親

王自身が別荘適地を探す記事 も見られ,震 災後 は各宮家

の意向で敷地 を選定 できるようにな り,震 災以前は海浜

部の御用邸所在地にほぼ限定されて いた皇族別荘が 山間

部の新興別荘地に広がったことが窺える。

3.海 浜に立地 した皇族別荘の実態

一 葉山 ・鎌倉 ・小田原 ・熱海を中心に

次に,こ れ ら皇族別荘 のうち,海 浜部 に立地 した施設

につ いて,沿 革 ・建築 ・使い方 等を詳しく検討する。皇

族別荘が設け られた海浜別荘 地は銚子や舞子など12箇

所に上るが,こ こでは東京近辺の御用邸所在地を中心に,

葉山 ・鎌倉 ・小田原 ・熱海の事例を取 り上げる注4)。

3.1沿 革

1)葉 山(表3-1)

葉山は、明治20年 代初期に在 日イタリア公 使レナー

ド・デ ・マルチノや,皇 太子(大 正天皇)の 侍 医エルウ

ィン ・ベルツら外国人が別荘を構えた文劉 ことから,別

荘地として注目された文27)。明治22年6月,有 栖川宮熾

仁親王はマルチノ別荘を訪 問し文17>,この訪問の2年 後の

明治24年7月,皇 族と しては初 めて葉山に別邸を購入

した文17)。続 いて同26年5月 に北白川宮別邸文o「),同27

年2月 に御用邸が設置されて おり文の,後述の鎌倉 ・小田

原 ・熱海に比べ,葉 山で はす でに明治20年 代 に皇族別

荘が複数設けられている点が特筆される。

これらの別荘設置 に当た り,御 用邸の場合,設 置前の

明治25年11月 に英照皇太后,明 治26年2月 に皇太子

(大正天皇)が 有栖川宮別邸に滞在 し文17>,また大正3年

竣工の東伏見宮別邸 の場合,依 仁親王夫妻が妃の実家で

ある岩倉家の逗子別邸に複数 回滞在 し,明 治43年 逗子

に別荘を購入 した後,葉 山の別邸を新築 する文14)など,

いずれも事前に他の施設に滞在 して設置を決定している。

葉山に最初 に別邸 を設 けた有栖川宮熾仁親王は,明 治

維新で征討大総督を任 じ,明 治天皇の信頼が特 に厚 く,

次代の威仁親 王も明治32～36年 に東宮(大正天皇)補 導

を務めて いる。こうした有栖川家への信任が,同 宮家の

別邸の隣接地への御用邸設置につながったと考えられる.

2)鎌 倉(表3-2)

鎌倉は,江 戸時代から風光明媚の地と して知 られ,明

治10年 代 に海水浴の適地 として紹介され るとともに,

明治22年 の横須賀線開通を機に別荘の建設が進んだ文30)。

鎌倉御用邸は,明 治天皇の沙汰により,明治32年 明治

天皇皇女富美宮允子内親王 ・泰宮聡子内親王の避寒用施

設 として設置された文7)。 土地 は富美宮 ・泰宮の養育 主

任であった子 爵林友 幸の所有地等を買収 し,ま た建 物は

新築ではなく,大 部分が麻布御用邸 の旧建物の移築 であ



った文7)。なお,明治天皇の4人 の皇女の うち残る常宮昌

子内親王 ・周 宮房子 内親王につ いては,後 述のように避

寒用 施設 として小田原御用邸が設け られており,こ のよ

うに使用者を特定 して別邸を設置する点が注目される。

鎌倉は,明 治31年 に常宮 ・周宮が前田別荘に避寒の

ため滞在 したのをは じめ,御 用邸設置以前から皇族 がし

ばしば訪れ,震 災前に華頂宮 ・山階宮 ・伏見宮 の三家が

別邸を設けた.三 家の別邸の設置年は明らかではないが,

明治38年8月 の 「横浜 貿易新報」の記事 により存在が

知 られるので,遅 くとも このときには設 けられていた こ

とになる。位置は,華 頂宮別邸 が長谷寺境内,山 階宮と

伏見宮の別邸がそれぞれ 由比ヶ浜 ・材木座の海岸近 くで

文31),い ずれも関東大震災で建物倒壊等の被害を受けた。

震災後,華 頂宮(臣 籍降下 した華頂侯爵家が相 続)は 浄

明寺に場所を変えて昭和4年 に洋館を建設している文25)。

3)小 田原(表3-3)

小田原 は,明 治22年 伊 藤博文が別荘を営んだのをは

じめ,葉 山等 と同様 明治20年 代か ら避寒地 ・海水浴場

として政財界人の別荘が多 く営 まれた文謝 。小田原御用

邸は,明 治32年 に旧小田原城吐を敷地と して取得 し,

明治33年11月 に竣工 した文の,こ の御用邸は,明治天皇

皇女常宮 昌子 内親王 ・周 宮房子内親王の避寒用 に設けら

れた もので,建 物は大部 分が赤坂東宮御所建設 に際 して

不要となった旧建物(旧 紀州藩邸)の 移築である文7)。

明治39年 には閑院宮別邸が設けられた文13)。この別

邸はもと男爵川崎寛美の所有 で,当 時存在 した浩養閣な

ど3棟 の建物注5)とともに購入され た文13)。当初は既存建

物をそのまま利用 したが,大 正 以降洋館等を増築,い ず

れも関東大震災で倒壊 した文13)、,閑院宮載仁親王 は,別

邸取得以前は国府津や鎌倉を避寒に利用 していたが,最

終的 に別邸を小田原 に営んだの は,陸 軍大将大 島義 昌な

ど陸軍関係者の別荘がすでにあったためと考えられる。

4)熱 海(表3-4)

熱海は,明 治12年 のベルツの調査によ り,温 泉地 と

して好適 との評価 を受 け,名 を知られた文35)。このた め

熱海御用邸 は,皇太子(大正天皇)の 療養 用の施設 として

は最も早く,明 治16年 に土地を購入,明 治22年6月 に

竣工 した文7)。宮 家についても,有 栖川宮熾仁親王が明治

24年 熱海相模屋 に滞在 し文17),東 伏見宮依 仁親王が大正

3年 に熱海で病後療養 した文14)ように,旅 館 または他家

の別荘を借 りて熱海で避寒 した例は多いが,別 邸を取得

したのは大正15年 の久遍宮家が最初 である文18)。 この

別 邸は もと後藤新平 の別荘で注e,久週宮邦彦王は大正9

年以降毎年滞在 した後,こ の別荘を購入している。

震災後は,梨 本宮 ・東久遍宮 ・朝香宮 ・伏見 宮の各家

が別邸を設けた文5>。先に設け られ た御用邸や久通宮別

邸が古 くからの市街地に位置しているのに対 し,こ れら

の別邸は,伊 豆山や水口町など,い ずれ も昭和 初期 に別

荘地 として分譲された場所文35)にある。 とくに昭和2年

頃開発された水 口町の場合,こ こに別邸 を設けた朝香宮

鳩彦王 と東久通宮稔彦王は実の 兄弟であ り,そ の姉 であ

る東 園基愛夫 人栄 子も近接地に別荘 を設けていて注の,

血縁関係にある皇族が集住している点が注目される。

3.2建 築の実態

次に,上 記4箇 所の別邸の具体的な様相を,沼 津御用邸

と合わせて検討する,



1)御用邸

①建物形式

r明治工業史』文のによると,宮 殿建築は 「外部純和式」

「外部純洋式」「外部和洋両式」に分類され,葉 山(図3-1)・

鎌倉 ・小田原(図3--2)・ 熱海各御用邸はいずれも 「外部

純和式」に分類されている。御用邸として設置された建物

では,「 外部純洋式」に分類 されるものは無い。 「外部和

洋両式」はさらに 「公式の室 および事務室を立式とし,常

住殿を座式 とするもの」と 「内部すべて立式を用ふるもの」

に分類され,沼 津御用邸は後 に洋館を増築 し,前 者に位置

付けられている。このように,葉 山 ・鎌倉 ・小田原 ・熱海

各御用邸の建物形式はいずれ も和館であり,洋 館を併置す

る沼津御用邸も居住部分は和館であった。

②平面および建物構成

各御用邸の平面構成は,規 模に差異はあるもののいずれ

も極めて類似 した構成をもつ注8)。すなわち,謁見所 ・御学問

所などを中心とした表向きの部分注9)と御 座所を中心 とし

た奥向きの居住部分,そ して 臣下の控え室 ・台所などから

なる役所 ・局部分の,3つ の異なる機能によって構成され

ている。これらは,一 つの機能毎に一っの殿舎を形成して

おり,江 戸時代の大名 ・公家など上層階級の邸宅に見 られ

る一殿舎一機能の構成文8)をそのまま踏襲 している。

御座所を中心とした居住部分は,施 設を利用する皇族の

数に応 じて複数棟設けられる。た とえば,明 治天皇皇女周

宮 ・常宮のために設置された 小田原御用邸では,2人 の皇

女のための御座所が別々に設 けられている注10)。ただし,

謁見所など表向き部分は一ヶ所 しか設けられておらず,個

人に対応 して設けられるのは居住部分のみである。

葉山御用邸の場合,明 治27年 に英照皇太后の避寒用の

施設として設置された文7)。当初の建物規模は580坪 だった

が,29年 には南付属邸110坪 が増設され,そ の後明治31

年,大 正2年,大 正5年 に本邸の増改築が行われて,約2500

坪の大規模な施設 となった文7)。さらに大正8年 澄宮(大正天

皇第4皇 子)御 殿として新たに付属邸が増設された文27)。

沼津御用邸の場合も,明 治26年 に皇太子(大正天皇)避寒

のための施設として設置された時点では,御 座所は一ヶ所

だったが,28年,33年,34年 と増築を重ね文37),さ らに

36年 には東付属邸を,38年 には西付属邸が増設した文37)。

このうち,33～34年 の増築は33年 の皇太子の成婚に伴 う

ものであり,東 付属邸 ・西付属邸の増設は明治天皇皇孫(昭

和天皇)の御学問所及び御用邸として用いるためだった文37)。

このように御用邸では,利 用者の身分の変化や利用者の

増加に際し,増 築や施設の増設などの対応が見 られる。特

に皇位継承者については,皇 太子 と皇孫であっても同一建

物を使用せず,同 じ敷地内に別の建物を用意 している。

③椅子座の導入

御用邸では,建 物形式は和館であっても内部に椅子座が

導入されていた。ここでは,沼 津御用邸 ・熱海御用邸を取

り上げ,床 仕上げの表示を手がかりに御用邸における椅子

座の導入過程を検討する。

図3-3は,『 沼津御用邸新築百分一地図』注11)および 『住

宅平面図』注珍)より作成した図である。後者には床仕上げ

別に彩色が施されており,「御座ノ間1「御寝ノ間」周 りは「畳

上裏通絨毯」,御 学問所は 「畳上並絨毯敷」,御 学問所御

次は 「畳上帆木綿」,受 付および廊下部分は 「板上帆木綿」

となっている。絨毯敷きおよび帆木綿敷きの部屋は椅子座

の起居様式に対応した部分と考えられ,皇 族自身が使用す

る部分はすべて椅子座の起居様式に対応 している。

明治33年 増築後の沼津御用邸本邸の様相を示す 『沼津

御用邸』注13)より作成 したのが図3-4で ある。床は紅色 ・

緑色 ・茶色などに塗 り分けられており,紅 色に彩色された

部分(図中網掛けで示 した部分)は絨毯敷きの床仕上げを示

すものと考えられ,創 建当初 に比して椅子座の起居様式に

対応する部分が増加 した事が わかる。ただし,こ の図面に

よれば,創 建当初か らあった 「御寝ノ間」の床仕上げが絨

毯敷きから畳敷きに変更されている。明治28年 の増設後

は,皇 太子が使用する御座所 は新設された御殿に変更され

たため,創 建当初か らあった建物を使用したのは皇太子妃

または明治天皇皇后 と考えられるから,女 性の使用する御

寝所が畳敷きだったことになる。

椅子座の起居様式への対応 は,熱 海御用邸においても見

られる。r熱 海御用邸地之図』注14)では,床 仕上げは絨毯 ・



帆木綿 ・畳 ・板間の4種 に色分けされているが(図3-5),

沼津御用邸と同様,御 座所周 りは絨毯敷きで,椅 子座の生

活様式に対応した床仕上げだった、また小田原御用邸にお

いては謁見所部分,鎌 倉御用 邸においては御座所な どの主

用室に絨毯が敷かれていたことが指摘 されてお り畑,椅

子座が導入されていたことが窺える。

明治期において,天 皇をは じめとする皇族が椅子座の起

居様式を積極的に採り入れていた事はよく知られている。

明治宮殿の奥宮殿 も,外 観は和館だが絨毯敷きの部分が多

く,椅 子座の起居様式が採用 されていた。明治宮殿の奥宮

殿 においては,天 皇の御寝所 床仕上げは絨毯敷きであった

が,皇 后の御寝所床仕上げは畳敷きであった注15)。すなわ

ち,椅 子座の起居様式の取 り入れ方は一様でなく,利 用者

によって異なる対応が見 られ る。さきに見た沼津御用邸に

おける椅子座の導入過程にお いて,次 第に椅子座部分が増

加 していくと同時に,利 用者 による起居様式の相違が反映

され畳敷きに変更される事もあり,椅 子座導入に対 して多

様な対応がなされた様子が伺える。

が,も う一方は室名がなく用途は不明である(以 下B棟 と

呼ぶ).B棟 は、台所はあるものの浴室がなく注19>,この建

物のみでは居住できないため,他 の建物の存在を前提にし

たと考えられ,A・B両 棟が同時に存在したと判断される。

A棟 は,「 表御座敷」を挟んで,「 寝室」など当主の居

住部分と若宮の居室が配置され,当 主と子の居住空間が明

確に区分されている。こうした構成は,利 用者毎に日常の

居住空間を別に設けるという御用邸の平面と共通する。

もう一方のB棟 は,居 室以外に茶室を2室 持つなど数奇

屋の色彩が濃い。また,B棟 は棟毎に基準尺が異なってい

て,既 存建物を利用した可能性が高いと考えられる。

2)宮 家の別邸

①建物形式

前掲表3-1～4に 示した建物形式が判明する別邸のうち,

関東大震災前に設置された別邸を見ると,当 初から洋館が

設けられたのは東伏見宮葉山別邸(図3・6)の みであり,他

はすべて和館である。閑院宮小田原別邸でも大正8年 に洋

館が増築されたが,そ れ以前は和館のみであった文13)。

特筆すべきは,こ れら震災前に設けられた別邸において,

茅葺き屋根を持つ建物が複数存在することである。北白川

宮葉山別邸(図3-7)・ 有栖川宮葉山別邸(図3-8)文19)は 共

に茅葺きの田舎家風の建物であり,ま た閑院宮小田原別邸

でも,創 建当初利用 した既存 建物は徳川将軍の日光御休所

との伝承を持つ茶室風の建物 ・浩養閣と,茅 葺き ・宝形屋

根の建物だった文13)。このうち平面の判明する北白川宮葉

山別邸では,後 述のように茅葺き建物内部に茶室を設ける

など数奇屋への嗜好が見 られ,桂 離宮に代表される江戸時

代の公家別荘の趣向を継承するものとして注目される。

一方震災後は
,久 遍宮熱海別邸文16)や東久週宮熱海別邸注

16)など熱海に設置された別邸はほぼ和館だが
,秩 父宮葉山

別邸文27)・高松宮葉山別邸(有 栖川宮別邸を継承)文12)では

洋館が設けられ,地 域による差異が見られるようになる。

②平面と建物の構成

上記4箇 所に設けられた宮家の別荘のうち,平 面が判明

するのは北白川宮葉山別邸・東伏見宮葉山別邸のみである。

以下,こ の2つ の別邸について平面と建物構成を検討する。

明治26年5月 竣工の北白川宮葉山別邸については,東

京都立中央図書館木子文庫に,全 く異なる二種類の建物の

平面図が存在する(図3-9、10)注17)。 一一方は室名から当

主及び若宮のための建物(以 下A棟 と呼ぶ)と 判断される
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東伏見宮葉山別邸は,既 に見たように,関 東大震災後に

設置された別邸の中で唯一当初か ら洋館が設けられていた。

東伏見宮葉山別邸については,イ エズス孝女会修道院所蔵

の平面図(図3-11)が 存在する注19)。和館は,2階 の客間

2室 以外,台 所や臣下の控え所のみで,宮 家の主たる生活

は洋館で行なわれていたもの と考えられる。ただし,洋 館

の平面を検討すると,食 堂や御客室など接客空間を置く一

階は洋風の室内だが,2階 に配置された 「十五帖」 「御寝

所」 「御化粧間」はいずれも和室だった注20)。すなわち,

建物形式は洋館であっても,寝 室を中心とする日常の生活

には和室が用いられていたと判断される。

③椅子座の導入

御用邸では和館に椅子座が導入 されていたことを先に指

摘 した。宮家の別邸において は,平 面が判明するものが少

なく椅子座導入の様相は不明である。 しかし,後 述のよう

に本邸においては洋館の中の和室で 日常生活を営んでいた

北白川宮においても,その葉山別邸では和館のみの構成で,

内部においても椅子座への対応は見 られない。また,唯 一

洋館が設けられた東伏見宮葉 山別邸においても 「御寝所」

を中心 とする居住部分は和室であるな ど,椅 子座の導入は

極めて限られている。後述のように,宮 家の本邸では,表

向き部分において和館に椅子座を導入する形式を多く見出

す ことができるが,そ の一方 で宮家の別邸においては伝統

的な生活様式が墨守されていた。

3.3使 い方

1)御 用邸

既にみたように,鎌 倉 ・小田原各御用邸は皇女の避寒の

ための施設 として設置された注21)。また,葉 山御用邸は英

照皇太后のために設置された施設である文7)が,竣工後は皇

太子(大 正天皇)・ 同皇太子 妃 ・明治天皇皇后も利用 し,

熱海御用邸は皇太子のための施設として設置されたが,皇

太子以外に皇太后も利用して いる。複数の利用者が存在す

る明治期の使い分けについて検討する。

表3-5は,『 明治天皇紀』をもとに,葉 山 ・熱海 ・沼津

の各御用邸の明治期における利用者と利用期間をまとめた

ものである,こ れによると沼津 ・葉山の御用邸は,主 とし

て皇太子(大 正天皇),皇 太子妃と明治天皇皇后によって

利用されたが,皇 太子 と皇后 が同時期に1箇 所の御用邸に

滞在することはなく,明 治37年 以降,皇 后の避寒が慣例

化するに伴い,葉 山御用邸は皇太子,沼 津御用邸は皇后と

使い分けがなされたと考えられる。熱海御用邸は,建 設当

初は利用されたものの,葉 山および沼津の御用邸竣工後は

皇太子利用 の記録はない注劉 。このように,一 施設の利用

者が複数になった場合,利 用時期をず らすなどの対応が行

われていたことがわかる。

2)宮 家別邸

表3-6は,「 横浜貿易新報」をもとに,明 治36年 から

45年 までの北白川宮葉山別邸の利用状況を明らか にした

ものである。新聞の記事によ るため,利 用状況の概略を把

握するに止 まるが,こ の間最 も頻繁に利用 しているのは大

妃富子(能久親 王妃)で あり,次 いで成久王 ら子が多く利用

している。利用時期をみると,大 妃はほぼ通年で利用 して

いるが,子 はどちらかといえば夏季の利用が多い。

北白川宮のみならず,葉 山では他の宮家も季節に関わ り

なく1年 を通じて利用する例 が多 く,利 用者としては妃を

中心 とした女性の利用が多いこと注23)が特徴 といえる。

4.皇 族所有の海浜別荘と本邸等との比較検討

上記4箇 所の海浜別荘地に別邸 を所有 した各宮家は,

海浜別荘以外 にも複数の別邸を所有 した。ここでは,天

皇家 と有栖川 宮 ・北 白川宮 ・久通宮 の各宮家について,

本邸および他の別邸と海浜別荘の使い方 ・意匠 ・平面等



を比較検 討す る。なお,対 象とする時期は第3章 の検討

に合わせて震災前 とし,天 皇家では御用邸の利用頻度が

最も高い皇太子(大正天皇)を 中心に検討する。

1)天 皇家(大 正天皇)(表4-1)

明治42年 竣工の赤坂離 宮(現 迎賓館)が 東宮(大 正

天皇)御 所 として建て られたこと,皇 太子がこの建物に

移徒 しなかった ことはよく知 られている文1)。

皇太子(大正天皇)は,明 治12年8月 青山御所で誕生,

3ヶ 月後 に明治天皇の外祖父中山忠能邸 に移 った文11)。

明治18年3月 赤坂仮皇居内に新築された花御殿へ移っ

たが,明治21年10月 明治宮殿が完成 して天皇が移徒した

後,青 山御所 内に新たに東宮御所を造営し,明治22年3

月移徒 し文11),以後大正元年に践詐 により明治宮殿に移徒

するまで この御所に住んだ。赤坂離宮は先述の洋館のみ

だが,青 山御所内の東宮御所は和館 のみで構成 されてお

り,明 治30～32年 にも和館が増築 されている注%)。 青

山御所と赤坂離宮ははっきりと した境界をもたない地続

きの敷地で文6),敷 地 の東北隅 に赤坂離宮洋館,南 西隅

に東宮御所が位置した。従来,東 宮御所 は完全な西洋式

生活をめざ した洋館のみの施設と位置付け られ ているが,

敷地全体でみれば和洋併置の建物構成 ともいえる。

25件 の御用邸 ・離宮のうち,皇 太子(大 正天 皇)は 避

暑に箱根離宮と日光山内 ・日光田母沢 ・塩原の各御用邸,

避寒 に熱海 ・葉山 ・沼津の各御用邸 を用 い,夏 期には興

津の海水浴場も利用 した文11'22)。熱海 ・沼津 ・葉山の年

毎の使い分けはすでにみた通りだが,避 暑については,

明治19年 の完成後4年 間は箱根離宮が用いられ文38),そ

の後は日光 で夏を過ごすことを常と した文41)。塩原へは,

日光滞在中に数日訪問す る場合が多かったようである。

また,建 物を見ると,創 建当初から洋館が建設 された箱

根離宮をのぞき,山 内 ・田母沢 ・塩原の各御用邸は,海

浜の御用 邸と同様和館のみで,平 面 もほとんど共通 して

おり,立 地による相違は見 られない注25)。

皇太子(大 正天皇)と 英照皇太后が同時期に同じ御用

邸を利用 しな いことを先に指摘 したが,大 正天皇の3皇

子も同様で,明 治後期には揃って避寒のため熱海や小田

原に滞在 したが,裕 仁親 王が皇太子にな ると,他 の2人

の皇子 と別の御用邸に滞在 するようにな る文劉。 このよ

うに身分 の相違によって施設を使い分け る形式 は本邸も

同様で,皇 太子は天皇とも兄弟とも別に御所を構えた。

2)有 栖川宮(表4-2)

有栖川宮家 は,明 治初年の東京移住当初、本邸を芝浜

崎町 に構えたが,明 治8年 霞ヶ関に移徒し,以後明治36

年まで ここを本邸 とした文19)。霞ヶ関本邸は もと副島種

臣の邸宅(旧 九鬼長 門守屋敷)で,有 栖川宮家は当初副

島邸 を転用 していたが,明 治13年 新築に着手 し,明 治

17年7月 竣工 した文19)。この新邸は,洋 館2棟 と和館1

棟か ら成 り,J・ コン ドル設計 になる洋館 はそれぞれ本

館 と若宮館 と呼 ばれ文D,当 主熾仁親王と跡継ぎの威仁親

王が1棟 ずつ使い分 けていた。洋館 はいずれも1階 が接

客空 間,2階 が 「御寝室」等の私的空間から成 り,一 方

和館 には家従 ・侍女 関係 の諸室 しかなく,日 常生活 まで

洋館で送ることが意図されている文1)。

有栖川宮家 は,霞 ヶ関本邸以外に,都 心および近郊に

3箇 所の別邸 を所有 した。永田三年 町の邸宅は,明 治5

年に下賜,8代 幟仁親王の隠居屋敷 として用 いられたが,

親王没後の明治36年 に本邸を霞 ヶ関から移 した文19)。

このように隠居所を別邸 に設け,父 子が別居する住 形式

は,江 戸時代の公家の一般的な形式である。麻布別邸は,

威仁親王の実母森則子の住居 として明治29年 に購 入さ

れた文19)。巣鴨別邸は,嘉 納希之の別邸(旧 平岡丹波 守

別邸)で,風 雅な庭園を持ち,紅 葉 の名所 として 「紅緑

荘」の別名もあった文19))。熾仁親王は明治11年 以 降こ

の邸宅を借用 し,明 治19年 に購入 して宮家の別邸 とし

た文19)。威仁親王の代 にさらに拡張 され,皇 太后や皇太

子(大 正天皇)の 行啓も迎えている文1B)。

このほか,舞 子 ・葉山 ・翁島(猪 苗代)の3箇 所 に別

邸を所有 した。最も早く設けられた のは舞子別邸で,熾

仁親王が三丹地方巡遊の際訪問 した矢島作郎別荘を気に

入り,明治21年10月 に購入した文19)。明治26年 には,

行在所 として用いることを意図 して改築が行われ文19),

翌27年2階 建ての和館が完成 した注26))。そ の後,明治天

皇 ・大正天皇の行在所 として延べ10回 以上利用されて

いる文17'18)。葉山別邸は,先 に見たとお り明治24年7月

の取得で,茅 葺の田舎家風の和館で あった。次 に翁 島別

邸は,福 島県の猪苗代湖畔に位置し,明 治41年8月 竣工

した文19)。他 の2件 の別邸 と異な り洋館 のみで構成され

ているが,2階 はいずれ も畳敷の上 に絨毯を敷 く仕上げ

である文⑫。 こうした仕上げは,明 治宮殿や御用邸にも

見 られ文⑳,洋 館 内部に和館での椅子座 と同様の仕上 げ

が導入されている。

このように有栖川宮家の場合,本 邸以外の別邸は,翁

島別邸以外いずれも和館 のみで構成 されており,本 邸は

洋館のみで生活 していた ことと大きく異なる。ただ し,

巣鴨別邸 がすでに明治11年 か ら利用されていること,

その回数 は多いときには月に15回 に上ったこと文17)と

考え合わせる と,洋 館主体の本邸は,和 館の巣鴨別邸が

あってこそ成り立つものだったともいえる。

使い方を見ると,同 じ海浜別荘でも,遠 い舞子の場合,

巡行の途次に立 ち寄るほかは1ヶ 月以上の長期滞在だっ

たのに対 し,葉 山の場合,長 期 のほか日帰 りな ど短期の

利用 も多 い文17・18)。葉山 ・舞 子とも季節は特に限定 しな

いが,舞 子の場合療養を 目的とする ことが多く,熾 仁親

王 ・威仁親王 とも晩年舞子別邸に転 地療養 して ここで没



している文17'18)。一方,翁 島別邸は,完 成後わず か7年

で威仁親王が没したため,親 王の利用は2回 のみだが,

いずれ も8月 ～9月 に避 暑を目的 として長期滞在 してい

る文18)。これ ら有栖川宮家 の施設において葉 山別邸は,

舞子や翁島のように長期滞在を主とする別邸と,都 心近

辺の別邸 のよ うに短期利用を主 とし利用 目的や季節 を限

定 しない別邸の,両 方の性格を併せ持つ存在といえる。

3)北 白川宮(表4-3)

北白川宮家は,明 治9年 紀尾井 町に邸地を下賜され,

以来明治45年 に芝高輪に移転するまでここを本邸 とし

た文6)。明治14年8月,御 殿の新築に着 手し,15年11

月に和館,17年12月 に洋館 が竣工 した文1)。洋館は有栖

川宮家と同様J・ コン ドルの設計 で,宮 家の本邸として

は小松宮(東 伏見宮)・ 有栖川宮 とともに最も早い時期

の建設 となる文1)。洋館は,1階 に接客空間,2階 に私的空間

を置く,有 栖 川宮邸 と同様の平面だが,2階 の うち5室

を和室 とする点に特徴 があ る文1)。したがって,洋館 とは

いえ,日 常生活はその中の和室 を中心 としたと考え られ

る。また和館 は,臣 下や 侍女用の空間を主にす るが,姫

宮の居室 と客 間も設 けている。一方,明 治45年 に移転

した芝高輪本邸もまた和館 と洋館か ら成 り,紀 尾井町本

邸と同様,洋 館を接客空間と当主の生活の場,和 館を妃 ・

姫宮 ・先代能久親王妃の生活 空間とするが,洋 館 の200

坪に対し和館 は700坪 と規模が大き く,また和館内にも

寄木貼 り・絨毯敷の和風謁見所を設けている文44)。

北 白川宮家 は都心 の大塚,お よび 日光 ・葉山 ・軽井沢

に別邸を所有 した。大塚別邸 は,大 正ll年 の増築用の

図面が現存す る注劉か ら,遅 くともこの年には所有 して

いた。建物は和館のみで,茶 室 をもつ離座敷を附属 して

お り,本 邸に洋館を備え,和 館 のみの都心の別邸を所有

する構成は有栖川宮 と共 通する。最 も古 いのは日光別邸

で,2代 能久親王の輪王寺門跡 当時の邸宅を継承 したも

のである文41))。葉 山別邸 は先述の通り明治26年 取得の

茅葺きの和館,軽 井沢別邸は大正15年 の竣工で文40),

軽井沢の皇族別荘としては北白川宮が最初であった。

4)久 漣宮(表4-4)

久通宮家は,明 治24年 まで京都を本邸 としたが,同

25年 に東京 ・鳥居坂の元井 上馨邸を賜 り,ここに移徒 し

た文姻。屋敷は和館と洋館 から成り,当 主らは和館,姫

宮らは洋館に生活 した文43)。明治42年 麹町一一ts町 に一

時移った後,大 正6年 か ら渋谷町宮代 に新邸の造営 を開

始,大 正8年 に移徒 した文43)。この屋敷には洋館と和館

があったが,移 徒の半年後に洋館が焼失,以 後洋館が再

建される ことなく,大 正11年 に1は和館の常御殿も増築

されて,和 館のみで生活 した文43)。

久漣宮家は,東 京移住後も京都 に屋敷を持ち続けた。



当初の本邸は京都御苑南西隅の元清寛院宮(和 宮)屋 敷

だったが,東 京移住後の 明治32年,新 たに荒神 口に敷

地 を賜 った文6)。 この京都邸には初代朝彦親 王の長男邦

憲王と4男 多嘉王が居住 したほか,一 族の陵墓が京都に

あるため,当 主邦彦王はほぼ毎年京都へ訪れた文16)。

また,熱 海と赤倉(妙 高高原)に 別邸を所有 した注28)。

建物はいずれ も和館で,赤 倉別邸は一室 のみ洋室 とする

いわゆる一間洋館 風の造りである文16)。熱海別邸 は大 正

15年,赤 倉別邸は同14年 の取得で,い ずれも滞在を繰

り返 した後取得 しており,大 正12年 以降,冬 は熱 海で

避寒,夏 は赤倉で避暑というパターンが確立 した文16)。

5.海 浜における皇族別荘の特色

海浜における皇族別荘を,本 邸や他の別邸と比較検討

したが,海 浜 という立地ならではの特徴は見出す ことが

できず,む しろ,皇 族別 荘全体 に共通す る特色が浮 き彫

りになった。検討により明らかとなった特色は次の6点

である。

①和館主体の建物構成

洋館が ほとんどな く,和 館を主体 としたことが第一に

挙げ られ る。特に震災前 は,洋 館が当初から建設された

のは東伏見宮葉山別邸だけで,そ の他は和館のみだった。

従来,天 皇を中心とする皇族が積極的に洋風の生活様式

を取 り入れた こと,本 邸 において洋館が早期に建設 され

たことが指摘 されて いるが,そ れに相反するよ うに,別

邸では和館への嗜好が根強く残っていた、,

② 田舎家風意匠への嗜好

和館の外観 として,茅 葺きの田舎家風 の意匠が多いこ

とが特筆 され る。先述の有栖川宮葉山別邸 ・北白川宮葉

山別邸 ・閑院宮小田原別邸のほか,海 浜別荘に限らず,

華頂侯爵箱根別邸注29)などにも茅葺きの建物が存在した。

大正か ら昭和初期,農 本主義 の影響を受けて,「 田舎

造 り」と呼ばれる茅葺民家を改造 した別荘や茶室が政財

界人や芸術家の間で流行した。森川勘一郎 「田舎家の茶」

文10)によれば,茶室では明治34年 の益田鈍翁 ・品川本邸

を最も早い例 としてお り,皇 族別荘 の事例はこれよ りは

るかに早い。皇族別荘の場合,農 本主義 の影響 よりむし

ろ,桂 離宮に代表される江戸以来の公家別荘の伝統を受

け継ぐものといえる。

③和館内部での椅子座の導入

御用邸の場 合,和 館 中心の建物構成で はあるが,明 治

宮殿 と同様,内 部には絨毯敷きや帆木綿敷きな ど椅子座

に対応 した床仕上げが導入された。その場所は,天 皇や

皇太子が直接利用する部屋を中心としてお り,皇 后な ど

女性の寝所では畳敷きが踏襲 されている。

その一方,宮 家の場合,本 邸では和館内部に積極的に

椅子座が導入されているのにもかかわ らず,別 邸ではほ

とん ど例をみない。む しろ洋館 内部に畳敷きの部屋を用

意した例 もあ り,前 項の田舎家風意 匠への愛着 とも合わ

せ,宮 家の方が伝統的な様式に強い執着を見せている。

④使用者数に応じた居住棟の設置

二人の皇女が使用するために設置 され た鎌倉 ・小田原

御用邸の場合,皇 女 ごとに御座所を別棟 で設け,ま た宮

家の場合 も,同 じ敷地の中に当主用御座所 ・若宮用御座

所を別棟 で設けるな ど,日 常の居住空間は使用する皇族

の数に応 じて設けられている。ただ し,使 用者数に対応

するのは御座所など日常の居住部分のみで,謁 見所など表

向き部分は一施設に一箇所のみだった。 こうした建物配置

は,江戸時代の一殿舎一機能の原則を踏襲するものである。

⑤利用者ごとの施設の特定

御用邸 の場合,鎌 倉 ・小田原御用 邸は皇女用,葉 山御

用邸は英照皇太后など,利 用者 を特 定して施設 を設 けて

お り,妃 を同伴する場合 を除き,原 則 として複 数の人物

が同時に同じ施設に滞在することはない。特に,父 であ

る天皇と皇位継承者である皇太子は同一建物を使用せず,

同じ御用邸内に別の建物を設けた。

⑥特定季節使用と通年使用

今回取り上げた4箇 所 の海浜別荘地の場合,避 寒 を目

的に冬期 に滞在する例が多い。そのなかで,葉 山のみ,

避寒 ・避暑 といった 目的や季節 を限定せず,一 年を通じ

て利用されるという特徴が見 られる。葉 山御用邸は,大

正5年 の増改築の際,謁 見や朝儀 を行 う設備を持つ海外

の離宮の例 に習い,天 皇が葉山に保養で滞在 しても政務

に支障をきたさないよう施設が整えられた という文29)。

また,有 栖川宮威仁親王が東宮補導 を務 めていた時期,

皇太 子に関わ る事項に関 しては,宮 家の葉山別邸に宮内

大臣等を召集 して会議 を開 いて いた文18)。葉 山は,単 な

る避暑 ・避寒 だけではな く,東 京に近 く,海 軍基地 のあ

る横須賀にも近いという立地条件を活か した利用がなさ

れていたといえる。

6.お わりに

以上,皇 族別荘を対象 に,海 浜別荘の沿革 ・建築 ・使

い方等を検討 した。海浜ならで はの建築的特徴 は見 いだ

せなかったが,和 館 を主体とした こと,宮 家においては

江戸 以来の数寄屋への嗜好を残す こと,御 用邸 にお いて

は和館内部での椅子座の導入が進め られた ことなど,皇

族別荘のあり方を明確にすることができた。皇族別荘は,

近代 における和風と洋風の折衷過程 を検討する上で重要

な意味を持つ と考え られ,今 後海浜別荘以外の本邸 ・別

邸 も対象 とし,研 究を進めていきたい。



〔注〕

1)文 献5『 皇室辞典』は皇族の別荘を 「御別邸」と呼ぶと定めて

おり、本研究もこの定義にしたが う。

2)有 栖川宮熾仁親王は東征大総督、小松 宮彰仁親王(当 時は仁

和寺宮)は 軍事総裁 ・海陸軍務総督を務めた。北白川宮能久王

は、孝明天皇の側近として活躍した。

3)伏 見宮貞愛親王、閑院宮載仁親王ともに陸軍大将に昇進した。。

4)な お、沼津は、御用邸 のみが設置 され、かつ既に沿革な ど

詳細が報告されているので、ここでは取 り上げない。

5)文 献13に よると、取得当初の閑院宮小田原別邸には、徳川将

軍家の日光の休憩所だったとされ る 「浩養閣」と、茅葺き ・宝

形屋根の 「弁天御殿」、瓦葺きの 「中の御殿」があった。

6)熱 海市図書館蔵 『熱海地図譜』、及び久週宮別邸跡の石碑(昭

和17年)に よる。

7)も と東園家熱海別邸 ・香林荘の渡辺幸子氏のご教示による。

8)文 献3所 収の平面図によって比較検討した。

9)御 学 問所は本来皇太子(大 正天皇)の 勉学の場であるが、沼

津御用邸や熱海御用邸では表向きの空間とな りうるのは御 学

問所のみであり、公的な空間として使用 されたと考えられる。

10)宮 内庁書陵部蔵の小田原御用邸関係史料による。横浜国立大

学吉田鋼市研究室所蔵の複写を参照させていただいた。

11)都 立 中央図書館木子文庫蔵。所蔵番号 ・木54-4-40。 文献37

所載の沼津御用邸本邸創建当初 を示す図と平面がほぼ一一致 し、

創建当初の様相を示すものと考えられる。

12)都 立 中央図書館木子文庫蔵。所蔵番号 ・木72・2・8。内題 ・外

題はないが、図内容が注11の 平面図と一一致する。

13)都 立 中央図書館木子文庫蔵。所蔵番号 ・木128・1・82。

14)都 立 中央図書館木子文庫蔵。所蔵番号 ・木54・8・9。

15)文 献7『 明治工業史 ・建築編』所載の写真、及び文献2に よる。

16)現 存建物による。

17)所 蔵番号 ・木67・2・2及び木69・25。前者は 「相州三浦郡北白川

宮御別邸平面図」との内題があるが、後者は内題 ・外題 ともな

い。しかし後者は、前者と同じ図面袋に納められている下書図

との比較から、北白川宮葉山別邸の平面図と判断される。

18)臣 下が使用する浴室は設けられているものの、皇族が使用す

る浴室は設けられていない。

19)横 浜国立大学吉田鋼市研究室所蔵の複写を参照させていただ

いた。創建当初のものであるかは不明である。

20)「 十五帖」という室名および描写内容から和室と判断した。

21)た だ し、明治34年 に皇太子が沼津での伝染病の流行を理由に

小田原 ・鎌倉御用邸を利用するなど、臨機応変な利用もあった。

22)文 献22等 によれば、熱海御用邸は明治末年以降、明治天皇皇

孫の避寒に利用された。

23)「 横浜貿易新報」の記事による。

24)都 立 中央図書館木子文庫所蔵 『東宮御所 日本館平面図』(木

52-1-6)、 『赤坂離宮花御殿平面図』(木52-2-9)な どによる。

25)文 献3所 収の平面図によって比較検討した,

26)都 立 中央図書館木子文庫所蔵 『有栖川宮舞子別邸本館平面図』

(木67-10-5)。

27)都 立中央図書館木子文庫所蔵 『北白川宮大塚別邸配置図』(木

147-1-7)。 大 正11年10月 の年紀があるr、

28)な お大正5年6月 には邦彦王が小田原で別邸予定地を視察し

ているが、実現 しなかった。

29)現 存 建物および日本通運健保組合函養荘所蔵の古写真による。
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